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第1セ ッション 日韓産業構造 ・産業システムの比較研究(10:00-12:=00)
中島章子 京都大学講師 「日韓貿易における総投下労働量の比較 産業連関分析に
よる産業構造の比較を通して」





金鐘蒸 漢陽大学校教授 「韓日自由貿易地帯の成立可能性;韓 国側の視角」
鄭仁教 韓国対外経済政策委員会 「韓日自由貿易地帯の経済的効果」




















ともか く,論点を明確にする上で も大変収穫の多いセ ミナ.一であった。・当日,学内外
から参加をされ,大 いに議論を盛 り上げて下さった先生方にこの場を借 りてお礼申し上





C,L.テン教 授 講 演 会
京 都大 学 経 済 学 会 で は1999年度 の 日本 学術 振 興 会 に よ る招 聘 外 国 人 教 授 と して 来 日さ
れ た モ ナ シ ュ大 学(MonaahUniversity)のテ ン教授(C.L.Tea)を招 い て,講 演 会 を
お こ な っ た。 教 授 は ミル研 究 で 著 名 で あ り,日 本 人研 究 者 との交 流 を積 極 的 に行 って い
る こ とで も知 られ る。
1999,T12月8日(水)午後1時30分 か ら3時30分,京 大.会館215号室 に て行 わ れ た講
演 の テ ー マ は 「ミ.ルの 自 由擁 護 論 にお け る絶 対 的 な もの ぽ何 か 」(What'sAbsoluteAb・
outMill'sDefenceofLiberty～)とい う もので あ り,講 演 は 近 年 の モ ラ ル を め ぐる争 点
に しば しば 触 れ な が ら1時 間 余 り行 わ れ,活 発 な討 論 が1時 間 ほ ど続 け られ た 。
教授 は1939年,マレー シア の華 僑 社 会 に生 まれ,英 語 を 日常 的 に 使 う環境 で 育 ち,マ
レー シ アの 大 学 で経 済学 と哲 学 を専 攻 した後 ,イ ギ リスに 留 学 した 。 当 初 は カ ー ル ・ポ
パ 一ーの 指 導 を受 け た い と思 っ てい たが,結 局 そ れ は断 念 し,ロ ン ドン大 学 で修.十取 得 。
オ ック ス フ ォー ド大 学 へ短 期 留 学 して,ル.イス ・ハ ー ト教授 の指 導 下で 研 究 を行 っ た。
そ の後,シ ン ガポ ー ル大 学 とモ ナ シ ュ大 学 で 教 育 研 究 に従 事 し,来 日後 は再 び シ ン ガ
ポ ー ル大 学 に戻 る との こ とで あ っ た。 現 在 オー ス トラ リア 国籍 で,モ ナ シ ー大 学 哲 学 科
所 属,哲 学 の教 授 で ミル研 究 の 権 威 で あ る。
† 要 業績Mil[onム ∫ろ8緩y,ぐ).ford,1980.
(}ゴ〃露8,Guilt,αη`∫凸 η'3ノ己η軍8π40xford,1987.













ミル のself-regardingconductの概 念 は,社 会 が 干 渉 で きな い 人 間 行 為 の 領 域 と.一・致
す る,と しば しば 主 張 さ れ る。 こ の主 張 の意 味 す る と こ ろ は,こ う した 行為 は他 人 の 同
意 を うる以 外 には 他.人に 影 響す る こ とが ない と い う こ とで あ る。 しか し,社 会 は個 人 の
self-regardingc⑪nductに干 渉 しよ う とす る こ とが あ るの で,こ の よ う な主 張 は な ぜ 社
会 はそ の よ うな 干 渉 を しょ う とす るか を説 明 で きな い 。
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また,.こうした行為は親密圏に属すという主張もしばしば見られる。例えば,性行為
の場合がそうで,そ れは干渉されてはならないというわけである。しかし,デ ヴリン卿
(LordDevlin)の有名な議論によれぽ,個 人の性行為でさえも,社会の共通の道徳を侵
す場合は,合法的に禁止できる。なぜなら,それは社会の存在そのものを脅かすからで
ある。.
わたしはこう論 じたい。ミルのself-regardingconductの概念を解釈する場合,個 人
の自由に干渉することを要求するい くつかのタイプの不適切な理由を区別すべきである。
.一方には,その行為は多数派が強 く嫌 うか否認するといった類の理由がある。他方,そ
の行為は他人の同意がなければ他人に害を与えるという事実がある場合,干 渉するに相
応 しい理由となる。
したがって,あ る状況のもとでは無害な行為 も,異なった状況では有害かもしれない
といった場合には,後者では干渉されても,前者では干渉されないであろう。厳密に言
えば,原理的に規制されえない領域は人間行為には存在 しない。
この区別,す なわち個人の自由に干渉する適切な理由と適切でない理由の区別は多 く
の現代の問題,争 点を論じるにあたって有益な枠組となる。
(田中 秀夫)
